
相模原市の介護保険事業の状況
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１．第１号被保険者の推移

出典：介護保険事業状況報告 ９月月報

・ 令和７年度の実績値は、計画値に比べ約１．０１％下回った。
・ 令和６年度と比べ、前期高齢者が約２，６００人減少、後期高齢者が

約３，４００人増加。合わせて約８００人の増加となった。 2
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２．要介護・要支援認定者数の推移

出典：介護保険事業状況報告 ９月月報

・ 令和７年度の実績値は、計画値に比べ約０．２６％上回った。計画値
より１０１人多かった。

・ 令和７年度の認定者は、令和６年度と比べ１，２６９人増加した。認定
者は、毎年度増加している。
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※２号被保険者含む。
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３．認定率の推移

・ 認定率は、上昇傾向にある。
・ 前期高齢者認定率は、４％代後半で推移している。後期高齢者認定率
は、３０％代で推移しており、令和４年度以降上昇傾向にある。

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

第１号被保険者の認定者数を
第１号被保険者数で除した数20.2%19.6%19.0%18.4%18.1%認定率

前期高齢者の認定者数を
前期高齢者の被保険者数で
除した数

4.6%4.8%4.7%4.9%4.8%
前期高齢者

認定率

後期高齢者の認定者数を
後期高齢者の被保険者数で
除した数

30.9%30.4%30.3%30.2%30.8%
後期高齢者

認定率

出典：介護保険事業状況報告 ９月月報
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４．新規申請者の推移

出典：要介護認定支援システムデータ
新規申請者数は、１０月から９月までを
一年間として算出。申請者の平均年齢は、
認定申請日時点

令和７年度令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度

9,3129,2798,9508,7007,924新規申請数

79.9479.6979.4479.3378.94
新規申請者の

平均年齢
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※２号被保険者含む。

・ 新規申請者の平均年齢は、徐々に上昇している。
・ 新規申請者数については、新型コロナウイルス感染症の流行による申請
控えの反動で令和４年に大幅に増加しているが、その後は１号被保険者の
増加に伴い緩やかに増加していると考えられる。



５．受給者数の推移

・ 令和７年度は、令和６年度と比べ９２６人増加した。
・ 令和６年度と比べ、在宅受給者数は３．７％、居住系受給者数は
４．２％、施設受給者数は１．６％増加した。
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６．サービスの利用状況

サービス種類別の保険給付額を計画値と実績値で比較し、
執行率を算出

用語の説明
計画値
第９期相模原市高齢者保健福祉計画に基づき算出した予算額

実績値
令和７年度の審査月（４月～３月）で算出

執行率
実績値／計画値

7



６－１ サービスの利用状況（居宅サービス）

実績値計画値執行率種類

28,484,746,46729,346,165,00097.1%居宅サービス

6,122,790,762 6,178,523,00099.1%訪問介護

337,463,534355,219,00095.0%訪問入浴介護

2,554,722,3372,554,472,000100.0%訪問看護

99,617,766111,266,00089.5%訪問リハビリテーション

1,650,135,3481,514,310,000109.0%居宅療養管理指導

5,706,737,1146,544,537,00087.2%通所介護

887,705,4521,056,047,00084.1%通所リハビリテーション

1,650,492,4101,763,954,00093.6%短期入所生活介護

41,624,64834,247,000121.5%短期入所療養介護

3,776,332,6893,722,076,000101.5%特定施設入居者生活介護

2,221,331,9982,136,464,000104.0%福祉用具貸与

71,201,40259,281,000120.1%特定福祉用具販売

124,870,189136,036,00091.8%住宅改修

3,239,720,8183,179,733,000101.9%居宅介護支援

単位：円
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・ 居宅サービスの執行率については、通所リハビリテーションが約８４％、
短期入所療養介護と特定福祉用具販売が約１２０％だが、その他のサービス
は９０％～１００％に近い執行率であり、概ね計画通りの推移となった。

・ 全体の執行率は、９７．１％である。



６－２ サービスの利用状況（地域密着型サービス）

単位：円

実績値計画値執行率種類

10,098,281,0929,641,662,000104.7%地域密着型サービス

504,764,375392,139,000128.7%定期巡回・随時対応型訪問介護看護

01,871,0000.0%夜間対応型訪問介護

2,766,430,5412,600,063,000106.4%地域密着型通所介護

150,096,523251,610,00059.7%認知症対応型通所介護

1,273,490,3161,336,214,00095.3%小規模多機能型居宅介護

4,461,207,9864,238,651,000105.3%認知症対応型共同生活介護

198,012,426195,625,000101.2%地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

744,278,925625,489,000119.0%看護小規模多機能型居宅介護

・ 地域密着型サービスの執行率については、認知症対応型通所介護が約６０％
だが、その他の多くのサービスは１００％を超えており、全体の執行率は
１０４．７％である。

・ 夜間対応型訪問介護については、令和５年６月以降の利用実績がないが、
月遅れ請求や償還払いなどへの対応上計画値として設定しているものである。
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６－３ サービスの利用状況（施設サービス）

単位：円

実績値計画値執行率種類

16,053,251,73015,823,991,000101.4%施設サービス

10,461,461,92210,434,510,000100.3%介護老人福祉施設（特養）

4,522,141,7684,315,227,000104.8%介護老人保健施設（老健）

0 0－ %介護療養型医療施設（療養型）

1,069,648,040 1,074,254,00099.6%介護医療院

・ 施設サービスは、概ね計画通りの推移となった。
・ 全体の執行率は１０１．４％である。
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６－４ サービスの利用状況（介護予防サービス）
単位：円

実績値計画値執行率種類

1,301,408,2591,346,551,00096.6%介護予防サービス

1,136,932896,000126.9%介護予防訪問入浴介護

208,400,126213,000,00097.8%介護予防訪問看護

14,166,48026,214,00054.0%介護予防訪問リハビリテーション

92,305,35682,053,000112.5%介護予防居宅療養管理指導

105,209,563119,835,00087.8%介護予防通所リハビリテーション

10,277,7785,702,000180.2%介護予防短期入所生活介護

562,6750－ %介護予防短期入所療養介護

215,714,052231,338,00093.2%介護予防特定施設入居者生活介護

307,691,480299,176,000102.8%介護予防福祉用具貸与

21,228,94620,574,000103.2%介護予防特定福祉用具販売

86,776,099108,913,00079.7%介護予防住宅改修

237,938,772 238,850,00099.6%介護予防支援

・ 介護予防訪問リハビリテーションは約５４％、介護予防住宅改修は約８０％だが、
その他のサービスは８５％以上であり、全体の執行率は９６．６％である。

・ 介護予防短期入所生活介護については、前期計画期間の執行率が低かったことに
より計画値を調整したものの、見込みより多い利用となったため、１８０％を超える
執行率となったものである。
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６－５ サービスの利用状況（地域密着型介護予防サービス）

単位：円

実績値計画値執行率種類

33,147,28161,457,00053.9%地域密着型介護予防サービス

249,618 547,00045.6%介護予防認知症対応型通所介護

24,985,931 49,329,00050.7%介護予防小規模多機能型居宅介護

7,911,732 11,581,00068.3%介護予防認知症対応型共同生活介護

・ 地域密着型介護予防サービスの執行率については、すべてのサービスが
７０％未満であり、計画値に比べ低い推移となっている。

・ 前期計画期間の実績を基に利用者の伸びを見込んだが、実際は減少または
横ばいの実績値となった。

・ 全体の執行率は、５３．９％である。
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６－６ サービスの利用状況（その他）

単位：円

実績値計画値執行率種類

2,659,811,2472,926,702,00090.9%その他

729,434,8741,084,737,00067.2%特定入所者介護（予防）サービス

1,665,991,5191,583,366,000105.2%高額介護（予防）サービス

215,264,564212,512,000101.3%高額医療合算介護（予防）サービス

49,120,290 46,087,000106.6%審査支払手数料

・ その他のサービスの執行率については、特定入所者介護（予防）サービスが
約６７％だが、その他のサービスはほぼ１００％となった。

・ 全体の執行率は、９０．９％である。
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６－７ サービスの利用状況（合計）

単位：円

実績値計画値執行率種類

28,484,746,46729,346,165,00097.1%居宅サービス

10,098,281,0929,641,662,000104.7%地域密着型サービス

16,053,251,73015,823,991,000101.4%施設サービス

1,301,408,2591,346,551,00096.6%介護予防サービス

33,147,28161,457,00053.9％地域密着型介護予防サービス

2,659,811,2472,926,702,00090.9%その他

58,630,646,07659,146,528,00099.1%保険給付費合計

・ 地域密着型介護予防サービスを除いて、どのサービスも９０％以上の執行率
であり、ほぼ計画通りに推移している。

・ 全体の執行率は、９９．１％である。
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７－１ まとめ（認定者数）

① 後期高齢者の人数が増加傾向にあることから、認定者数についても増加を
見込んでおり、令和７年度の認定者数は、計画値が３９，３２４人、実績値が
３９，４２５人であった。計画値より１０１人多いが、ほぼ計画通り認定者数
は増加している。

② 認定者の増加人数は、前年度と比べて１，２６９人であった。令和３年度
から令和７年度までの平均の増加人数は約１，２００人であった。

③ 第１号被保険者の認定率は毎年微増しており、前年度と比べると後期高齢者
の認定率が増加している。

④ 新規申請者の平均年齢は年々上がっている。

認定者数は毎年増加しており、後期高齢者人口が年々増加傾向にある中では、
今後も認定者数の増加傾向は続くと予想される。
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７－２ まとめ（サービス利用状況）

① 施設サービスについては、計画において施設の総量を定めていることから、
ほぼ計画通りに推移した。

② 居宅サービス等の在宅サービスについては、計画策定時に行った介護保険認
定者調査において、在宅での介護を希望する認定者が多かったことから、サー
ビスの利用が進み給付額が増加するものと予測し、ほぼ計画通りに推移した。

サービスの利用状況（合計）の執行率が約９９％となったことは、上記の要因
のほか、認定者数の実績値が計画値とほぼ同数であったことが要因と推測する。

今後も自立支援・重度化防止につながる地域支援事業等の介護予防の取組を積
極的に推進し、認定者の増加を最小限にしていく必要がある。
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